
＜「聞き書き活動」＞ ～海の先輩に聞く～



＜海の変化＞ つぼ網漁

日生の漁師が考案して、

全国に普及

生活排水や工場廃液が海に流れる・・・

⇓赤潮

⇒



＜アマモの大切さ＞

本田和士さん

アマモは
「海のゆりかご」じゃ～！
アマモが消えたから、
魚が消えたんじゃ～！

アマモから酸素が出ている様子 カミナリイカの卵



漁師たちは、アマモを
＜邪魔藻＞

と呼び、嫌っていた。

＜海に種まく漁師たち＞



＜アマモ場再生の試練＞

１９９７年７月に上陸した
台風９号。

⇓
北西の強い風の勢いと
干潮に乗って、アマモは
すべて流されてしまった。

＜米子湾の海底＞
悪臭を放つ。

水が濁っている。
光が差さない。

⇓
ヘドロの海

『努力は決して無駄にはならん。
壊すのは簡単じゃが、

元に戻すには時間がかかる。
ここで諦めたら何にもならん。

継続は力なりじゃ。』

牡蠣殻の浄水効果に
よって再生したアマモ



＜アマモ場の変化＞

～１９７０年代～ ～１９８０年代～

～２０１３年～

約３０年間で蒔いたアマモの種は・・・

１億粒！！！



海の宝は
日生の漁師



流れ藻の回収

種の選別種まき

アマモポットづくり

漁師さんが、３０年にわたって守り続けてきた海を
受け継いで守っていくのが私たちの使命である。THANKYOU FOR LISTENING!
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